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株式会社 GxP 

 

第 6 期  個 別 注 記 表 

 

I. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛品 個別法による原価法 

 

2. 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 定率法。耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定す

る方法と同一の基準によっております。 

(2) 無形固定資産 定額法 

 

3. 引当金の計上基準 

(1) 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当事業年度負担

分を計上しています。 

(2) 受注損失引当金 受注案件に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末におけ

る受注案件のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を

合理的に見積もることが可能なものについて、損失見込額を計

上しております。 

 

4. 収益及び費用の計上基準 

商品又は製品の販売に係る収益は、主にソフトウェア及びハードウェア、ライセンスの販

売であり、顧客との販売契約に基づいて商品又は製品を引き渡す履行義務を負っております。

当該履行義務は、商品又は製品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品又は製品に対す

る支配を獲得して充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しております。 

システム開発に係る収益は、主に各種システムの新規開発、既存システムの継続的な改善

開発又はメンテナンスであり、顧客との請負契約又は準委任契約に基づいて各種サービスを

提供する履行義務を負っております。当該契約は、一定の期間にわたり履行義務を充足する

取引であり、履行義務の充足の進捗度に応じて収益を認識しております。 

当社が代理人として商品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識しております。 

 

5. その他の計算書類作成のための基本となる重要事項 

消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

II. 貸借対照表に関する注記 

1. 有形固定資産の減価償却累計額 

工具器具備品 162,000 円 

 

2. 関係会社に対する金銭債権債務 

金銭債権 172,751,976 円 

金銭債務 191,617,841 円 

 

 



 

III. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

売上高 54,782,801 円 

支払手数料等 823,004,790 円 

 

IV. 株主資本等変動計算書に関する注記 

1. 当事業年度の末日における株式の種類及び数 

普通株式 1,000 株 

 

2. 当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

該当事項はありません。 

 

V. 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳  （円） 

繰延税金資産  

未払事業税 10,709,341 

未払事業所税 809,614 

賞与引当金 24,924,523 

賞与引当分法定福利費 3,738,685 

労働保険料 411,066 

受注損失引当金 69,718 

研究開発費 2,239,251 

繰延税金資産合計 42,902,198 

 

VI. 1 株当たり情報に関する注記 

(1) 1 株当たり純資産額 821,660 円 44 銭 

(2) 1 株当たり当期純利益 275,443 円 17 銭 

 

VII. 企業結合に関する注記 

 （共通支配下の取引等） 

（連結子会社間の吸収合併） 

 当社は、2023 年８月 17 日開催の取締役会において、当社を存続会社、ジーアールソリュー

ションズ株式会社及びグロース・インク株式会社を消滅会社とする吸収合併を行うことを決議

し、2023 年９月１日付で合併いたしました。 

当社、ジーアールソリューションズ株式会社及びグロース・インク株式会社は、グロースエ

クスパートナーズ株式会社の完全子会社であります。 

 

 １．取引の概要 

(１)結合当事企業の名称及びその事業の内容 

（吸収合併存続会社） 

名 称  ：株式会社 GxP 

事業内容：アジャイルなシステム開発・運用及び DX 支援プロダクト提供 

（吸収合併消滅会社１） 

名 称   ：ジーアールソリューションズ株式会社 



事業内容：レガシーIT 資産を活用する仕組みづくりの支援 

（吸収合併消滅会社２） 

名 称   ：グロース・インク株式会社 

事業内容：UI/UX デザインを中心とした Web サイト及びアプリケーションの企画、開発

及び運用 

(２)企業結合日 

2023 年９月１日 

(３)企業結合の法的形式 

 株式会社 GxP を存続会社、ジーアールソリューションズ株式会社及びグロース・イン

ク株式会社を消滅会社とする吸収合併 

(４)結合後企業の名称 

株式会社 GxP 

(５)その他取引の概要に関する事項 

 本合併は、連結子会社の経営資源の集中と合理化を図り、当社グループの企業価値を向

上させることを目的としております。 

本合併による新株式の発行及び資本金の増加並びに合併交付金の支払いはありません。 

  

２．実施した会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 2019 年１月 16 日）及び「企業

結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 

2019 年１月 16 日）に基づき、共通支配下の取引として会計処理いたしました。 

 

VIII. 当期純利益 

   275,443,176 円 


